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　「坂花町」下車
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　　「境町高速バスターミナル」
　　　│　約 40分
　　「干し芋カフェ」下車
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美術館やギャラリーで数多く個展を開催。
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■交通アクセス

主催
後援 駐日コロンビア共和国大使館

境町役場境町アートプロジェクト

休
館
日
：
月
・
火
曜
日
、
振
替
休
館
日
：
２
０
２
４
年
１
月
10
日
（
水
）

２
０
２
４
年
１
月
８
日
（
月
・
祝
）
は
開
館

開
館
時
間
：
午
前
10
時
〜
12
時
（
入
館
は
11
時
30
分
ま
で
）

午
後
13
時
15
分
〜
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

年
末
年
始
休
館
：
12
月
29
日
（
金
）
〜
１
月
３
日
（
水
）

■
   18
歳
未
満
、
65
歳
以
上
は
無
料
（
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
）

■
各
種
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
付
き
添
い
１
名
無
料

12
月
20
日
（
水
）
〜
１
月
20
日
（
土
）

２
０
２
４
年

２
０
２
３
年

入
館
料
：
３
３
０
円

シシ
エエ

歌歌
のの

Canción de Sie

コ
ロ
ン
ビ
ア
人
作
家
４
人
展

未
来
の
地
球
像
に
向
け
て

12 月 23 日

1 月 14 日

(土)

(日)

2023年

2024年
14 時~

15時30分

午前の部   10:15~11:45
　簡単なアーティストブック作り

午後の部  13:30~15:00
　ダンスパフォーマンス

アートと環境問題について日本語によるトーク

ワークショップ＆ギャラリー
トークの詳細は境町公式サイ
トでお知らせいたします

「壊れやすい世界」 エ クトル・シエラ （コロンビア人絵本作家）ギャラリートーク（先着 20 名）

ワークショップ（各先着 10 名）

【参加費無料】ワークショップ & ギャラリートーク開催！

シエの歌ポスターB2.indd   1シエの歌ポスターB2.indd   1 2023/11/14   17:35:222023/11/14   17:35:22

さかいアート

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
２
０
２
２
年

５
月
１
日
に
境
町
に
赴
任
し
、
こ
の
３
月
31
日

で
そ
の
任
務
を
終
え
ま
し
た
。

　
境
町
に
呼
ば
れ
た
主
な
任
務
は
、
国
際
児
童

画
展
の
立
ち
上
げ
で
し
た
。
境
町
は
、
姉
妹
都

市
の
マ
リ
キ
ナ
市
と
ホ
ノ
ル
ル
市
、
友
好
国
の

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
境
町
に
は
人
口
の
約
５
％
（
２
０
２
２
年

当
時
）
の
外
国
籍
の
人
々
が
住
ん
で
い
ま
す
。

境
町
の
こ
ど
も
、海
外
の
交
流
地
域
の
こ
ど
も
、

海
外
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
境
町
の
こ
ど
も
た
ち
た

ち
が
絵
を
通
じ
て
、
互
い
の
生
活
や
文
化
を
学

べ
る
場
と
し
て
、
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展

に
な
れ
ば
よ
い
と
願
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
児
童
画
展
は
こ
ど
も
だ
け
の
世
界

で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
お
と
な
も
こ
ど
も
の

境
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
ト
活
動

境
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ア
ー
ト
活
動

藤
原
敏
雄
（�

境
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊�

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

▲�児童画展に来場した愛児園
の園児たちに解説を行いま
した

▲�２024年 2月境町生涯学習
フェスティバルのお茶席に
て

絵
を
観
て
、
こ
ど
も
の
そ
の
時
に
し
か
な
い
感

性
に
改
め
て
触
れ
、
ご
自
分
の
こ
ど
も
時
代
を

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
の

名
言
を
紹
介
し
ま
す
。「
こ
ど
も
は
誰
で
も
芸

術
家
だ
。
問
題
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
芸
術
家

で
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
」。「
芸
術
家
」
は
プ

ロ
の
職
業
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
心

の
在
り
方
（
感
性
）
を
、
ピ
カ
ソ
は
投
げ
か
け

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童
画
展
の
第
一
回
展

（
２
０
２
４
年
）
と
第
二
回
展
（
２
０
２
４
‐

２
５
年
）
を
開
催
す
る
他
に
、
三
つ
の
展
覧
会

を
企
画
、
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
「
世

界
の
こ
ど
も
た
ち
の
絵
画
展+

遠
藤
彰
子
展
」

（
２
０
２
３
年
）
は
、
さ
か
い
ま
ち
国
際
児
童

画
展
の
最
初
の
開
催
の
前
に
、
国
際
児
童
画
展

を
知
っ
て
も
ら
う
為
に
開
き
ま
し
た
。「
遠
藤

彰
子
展
」
の
画
家
の
遠
藤
彰
子
先
生
は
、
自
分

が
運
営
に
関
わ
っ
た
「
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
国
際
児
童
画
展
」
で
審
査
委
員
を
務
め
て
い

ま
す
。

　
「
シ
エ
の
歌 

未
来
の
地
球
像
に
向
け
て
」
展

（
２
０
２
３
‐
２
４
年
）
は
、
四
人
の
コ
ロ
ン

ビ
ア
人
（
米
国
在
住
）
を
招
い
て
、エ
コ
ロ
ジ
ー

（
環
境
保
全
）
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
各
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
そ
の
専
門
領
域
（
写
真
、版
画
、パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
映
像
）
で
の
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

緊
急
課
題
で
あ
る
環
境
破
壊
の
現
状
を
知
る
た

め
に
、
ま
た
環
境
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く

か
を
考
え
る
展
覧
会
で
し
た
。
展
覧
会
名
に
あ

る
「
シ
エ
」
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
高
地
に
住
む
先

住
民
の
言
葉
で
、
水
に
関
わ
る
宇
宙
観
や
自
然

観
を
表
現
す
る
音
楽
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
環
境
に
な
る
べ
く
負
荷
を
か

け
な
い
ゴ
ム
板
版
画
と
日
光
写
真
で
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ブ
ッ
ク
の
制
作
、そ
し
て
「
風
」「
水
」「
鳥
」

「
鼓
動
」「
リ
ズ
ム
」「
振
動
」
の
言
葉
か
ら
イ
メ
ー

ジ
し
た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
行
い
ま
し
た
。

　

境
町
に
は
、
隈
研
吾
設
計
の
建
築
が
七
棟

（
２
０
２
４
年
当
時
）
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
画

展
を
「
く
ま
さ
ん
ぽ 

隈
研
吾
建
築
と
境
町
」
展

（
２
０
２
４
年
）
に
し
ま
し
た
。
隈
研
吾
設
計
の

境
町
の
建
築
七
棟
を
パ
ネ
ル
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
全
国
に
あ
る
隈
研
吾
建
築
の
な
か
か
ら
八

棟
の
建
築
の
模
型
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
隈

研
吾
の
建
築
思
想
と
造
形
原
理（「
孔
」「
粒
子
」「
斜

め
」「
や
わ
ら
か
い
」「
時
間
」）
を
境
町
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
う
小
さ
な
礎
と
な
る
こ
と
が

本
展
の
企
画
趣
旨
で
し
た
。
隈
研
吾
氏
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
企
画
は
叶
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
本
展
に
向
け
た
隈
研
吾
氏
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
を
会
場
で
上
映
し
ま
し
た
。

　
Ｓ
‐
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
粛
粲
寶
美
術
館
を
会

場
に
し
た
五
本
の
企
画
展
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
他
に
も
、
境
町
出
身
画
家
二
人
（
内
海
聖

史
氏
と
卯
野
和
宏
氏
）
に
よ
る
多
彩
な
企
画
の

展
覧
会
の
数
々
が
Ｓ
‐
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
粛
粲

寶
美
術
館
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
境
町
の

こ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
境
町
役
場
の

職
員
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
た
事

業
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

企
画
展
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
町
民
の
皆

様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
美
術
、
芸
術
は

決
し
て
作
家
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
鑑

賞
者
の
目
が
必
要
で
す
。
引
き
続
き
境
町
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ご
注
目
ご
関
心
を
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。
こ
の
辺

り
で
筆
を
置
き
ま
す
。

短
　
歌

日
が
落
ち
て 

群
青
空
に 

美
し
く 

金こ
ん
色じ
き
に
輝
く 

女
神
の
姿

ピ
ク
リ
と
も 

動
か
ぬ
浮
き
を 

釣
り
人
は 

ま
ん
じ
り
と
も
せ
ず 

あ
か
ず
眺
む
る

新
聞
の 

歌
壇
俳
壇 

読
み
し
あ
と 

卒
寿
の
我
に 

肥
料
の
如
し

栗
の
木
の 

白
く
咲
き
た
る 

長
き
花 

風
に
ゆ
ら
ゆ
ら 

花
の
見
事
さ

髪
切
り
て 

男
前
挙
げ
し 

わ
が
息
子 

優
し
さ
増
し
て 

頼
も
し
き
か
な

電
車
内 

暗
さ
に
慣
れ
て 

本
を
読
む 

人
は
明
る
き 

窓
辺
に
寄
り
ぬ

他
国
語
を 

聞
き
つ
つ
並
ぶ 

レ
ジ
の
前 

小
さ
な
町
に 

小
さ
な
笑
顔

朝
霞 

樹
々
の
青
葉
と 

若
葉
か
げ 

織
り
な
す
様
は 

精
気
に
満
つ
る 境

短
歌
会
　
山
鳩
　

川

上

京

子

川

村

米

子

古
谷
野
信
子

桜

井

レ

イ

五
月
女
三
枝
子

鈴
木
喜
與
子

松
岡
美
智
子

本
島
イ
ト
子

俳
　
句

令
和
七
年
一
月
　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

「
去こ
　ぞ年
今こ

と
し年

・
初
富
士
」
他
当
季
雑
詠

兼
題

ま
た
伸
び
し 

孫
の
背
丈
や 

去
年
今
年 

初
富
士
や 

影
絵
の
ご
と
き 

夕
景
色

※
去
年
今
年
と
は
、旧
年
を
送
り
、新
年
を
迎
え
た
意
味
を
指
す
「
初
春
」

の
季
語
の
こ
と
。
普
段
は
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
孫
の
背
丈
だ
が
、初
春
、

逞
し
く
成
長
し
た
姿
に
感
激
更
に
期
待
を
寄
せ
る
作
者
な
の
で
あ
る
。

※
道
の
駅
周
辺
か
ら
、
特
に
、
川
の
一
里
塚
・
茨
城
百
景
記
念
公
園
ま
で

の
利
根
の
堤
防
は
、
霊
峰
富
士
と
名
城
関
宿
城
の
景
観
が
絶
妙
。
数
々
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
相
俟
っ
て
、
毎
年
多
く
の
人
々
で
賑
う
。
こ
の
作
品
か

ら
も
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伺
い
知
る
事
が
出
来
る
。

正
　
子

妙
　
子

家
族
ふ
え 

集
う
日
多
し 

去
年
今
年

老
い
て
今 

孫
に
頼
ら
れ 

去
年
今
年

初
富
士
や 

峰
に
も
勝
る 

父
母
の
愛

初
富
士
に 

健
康
願
い 

手
を
あ
わ
す

去
年
今
年 

変
は
り
な
き
身
に 

感
謝
せ
む

初
富
士
に 

安
泰
祈
る
　
利
根
の
橋

初
富
士
や 

凛
々
し
き
山す

容が
た 

襟
正
す

農
機
具
を 

納
屋
に
仕
舞
い
て 

去
年
今
年

澄
み
渡
る 

空
の
碧
さ
よ 

去
年
今
年

年
の
計 

秘
め
て
初
富
士 

仰
ぎ
け
り

初
富
士
や 

心
静
か
に 

幸
祈
る

初
富
士
や 

雲
寄
せ
つ
け
ず 

凛
と
在
り

初
富
士
や 

雄
姿
を
拝
す 

利
根
堤

初
富
士
や 

手
と
手
を
合
わ
す 

幸
の
文
字

諦
め
し 

望
み
数
え
る 

去
年
今
年

夫
婦
し
て 

障
子
紙
貼
り 

去
年
今
年

湯
け
む
り
の 

月
仰
ぎ
見
て 

去
年
今
年

ひ
ろ
こ

き
よ
乃

光
　
夫

晴
　
美

喜
　
一

す
み
子

む
り
き
　

雄
　
節

久
　
子

香
　
こ

芙
　
蓉

慶
　
子

信
　
子

幸
　
子

　
仁

春
　
年

　
学

令
和
七
年
初
句
会
成
績
（
一
月
十
八
日
・
席
題 

七な
な
く
さ
が
ゆ

草
粥
）

一
席
　
九
点
　
七
草
粥 

炊
き
て
身
重
の 

娘こ

を
想
ふ

二
席
　
八
点
　
老
い
て
な
ほ 

生
き
る
つ
も
り
の 

七
草
粥

三
席
　
八
点
　
庭
畑
の 

青
菜
も
加
え 

七
草
粥 

雄
　
節

信
　
子

久
　
子
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